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63.車管内視鏡の臨床応用
。中島伸之，足立郁夫，高原善治
〈国立福環器病センター〉
昭和56年11月まで，当施設において， 19例の末檎血管
疾患に血管内視鏡の臨床応用を行った。痩用したファイ
ノミースコープは 2 外径 2.5mm，パノレーンにて車流選断
を行い，血管内控を生理食塩水で洗携しつつ，無車視野
下に観察を行った。疾患の内訳は，人工車管閉塞 3例，
動脹硬化性病変12例，深部静脈血栓症 3例， {為動原癌工
例であり，血管内控の内視鏡観察は重要であると考え
る。 
64.弁置換手街108例の経験
古語t景春(琉球大〉
私共の過去 5年間の弁置換手術108例について検討を
加えて報告する。内訳は MU豆恒例， AUま 26伊ij， 
DじR24例， Bentell手錆  6例，その弛 1例で，手鋳成績
を Cardioplegia導入前，導入後に分けてみると，前期
では手借死亡 21.7%と高く後期では 5.9%と安定した手
術成績を得た。箭後血行動態の検討より MURを加味
する手術では AUR群に比べて備後 CIが低下する
症例が多く，又年長者では CIの偉い症例が多かった。 
65.教室における人工弁置換術の成績 
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教室の関心舗症例は，昭和42年11月以来257挺であり，
その約42%，107例に112回の後天性弁護症の手術を行っ
た。人工弁置謀術症例は53例で，二弁以上の多弁手術15
倒，イ曽糧弁量換街29倒，大動脈弁量換術 9倒である。手
術死亡は 4伊tl，全症例の 7.5%であり，多弁手衛群では 
13.3弘，単弁賓換群では5.2誌であった。しかし Cardio-
plegia導入以後の29例には手術死亡iまない。街後，自覚
症の改善は多弁手術群，単弁置換群とも;こ良好である。 
66.重症外科患者の代謝栄養管理の現況
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1980年末まで、の70年間で施行した TPNは569例であ
る。消化器疾患手錆前後で辻術後栄養管理としての施行
が多くなった。挫の栄養法の普及とあいまって現在辻ど
のような潜化管機能低下でも十分な栄養投与が可能とな
った。重症外科患者の治療には，このような栄養投与法
を駆使して十分主エネルギーとアミノ酸を投与し蛋自組
織のそう失を訪ぐことが救命につながる。 
67.最近  1年爵ぬ教室における胃癌・大揚癌症併につ
いて
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S. 55年10丹-56年 9月の教室の胃癌・大場癌症例に
ついて報告した。胃癌は70例で，手傷94%，現強率86%
である。手簡例のうち70歳以上の高齢者が29%，早期語
法 40%であった。大腸癌は43例手術率91弘，切i珠率87%
である。 S状結腸・宣揚が80%を占めた。同じく高齢者
は19%，早期癌例辻20%であった。早期診断ι譲治性
の高い，慎重主手探が大切である。 
68.膜・胆道嘉浩察の現況
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姫野雄司，水谷正彦 (千大〉
最近10年間に当教室において経験した胆道癌50伊tl(担
管癌28{7，乳頭部癌 8例，胆嚢癌14例)，および捧癌 55例tl
〈捧頭部癌34例，捧体尾部癌15例，広汎性捧癌 6伊tl)の治
療成績についてのベた。切除率は胆道癌42%，捧頭部癌 
10%であり，黄痘軽減処量のみに終った症割方丈胆道癌 
25%，捧癌30%に存在した。 5年以上生存例は担道癌切
除例中の 2例で，生存中である。
